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１ 事業の概要 

 

 東京文化財研究所（東文研）では、宮殿や寺院から民家ほか一般建築へと文化遺産の保存対

象の拡大を目指すブータン王国内務文化省文化局（DoC）の方針を支援し、同国の民家建築の

保存活用に関する技術的協力及び人材育成活動（以下、協力事業）を継続的に行っている。 

 令和元年度から文化庁の文化遺産国際協力拠点交流事業を受託し、DoC 遺産保存課（DCHS）

との協働のもと、 

①伝統的民家の持続的な保存に有効な価値評価手法の確立（指定調査支援）、 

②伝統的民家に適した保存修理技術の検討（修理技術支援）、 

③観光経済開発に適合した保存手法の提案（活用検討支援）、 

の３事業を開始した。 

令和２年度もこの枠組みを継続したが、新型コロナウイルス感染症の世界的蔓延に伴う現地

渡航の困難により、これらの事業をすべて中止せざるを得なくなり、 

・文化遺産保護行政実務に資する伝統的民家建築の参考書（民家建築参考書）の作成、 

・民家建築の文化遺産としての価値や社会資産としての意義を啓発する社会教育教材の作成、 

・伝統的民家の保存活用をテーマとしたオンライン研修、 

を代替措置として行った。 

本年度は、新型コロナウイルス感染症の収束を期待し、当初計画の①指定調査支援を維持し

つつ、年度前半は遠隔で可能な協力事業として、 

・民家建築参考書及び社会教育教材の頒布並びに多言語化（情報普及支援）、 

を中心に事業を行った。しかし①指定調査支援については、年度後半に至っても新型コロナウ

イルス感染症の収束が見通せないことから中止とし、代替措置として現地調査に関する事前情

報を共有し共通理解を深めるための DoCとの合同調査会をオンラインで行った。 

 

 

1-1 民家建築参考書及び社会教育教材の頒布並びに多言語化（情報普及支援） 

 

 令和 2 年度に作成した民家建築参考書（英語版）を DoC に提供し、ブータン国内の文化遺産

保護行政関係者等に対して説明と配布を行った。また、DoC の要望を受けて 12 月の業務計画の

変更に際して一部予算を付け替え、ブータン国内での二次配布に向けた増刷を追加して行い、

DoC に提供した。 

令和 2 年度に開始した社会教育教材の作成を引き続き行い、ブータン国内で印刷製本を行っ

た。社会教育教材は、ブータンの教育言語である英語版のほか、公用語であるゾンカ語版を作

成した。今後、DoC は中学校教材として利用するための関係機関との調整がつき次第、全校配

布を行う予定である。   

これからのブータンの文化遺産保護のための協力事業に携わる日本の協力専門家の活動に資

する観点から、民家建築参考書（日本語版）を作成した。また社会教育教材についても、日本

国内の協力事業関係者等との情報共有を図る観点から、12 月の業務計画の変更で日本国内での

印刷製本を追加して行った。 
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1-2 合同調査会 ブータン中部及び東部地域の伝統的民家の成立背景と建築的特徴 

 

 本年度に①指定調査支援として実施を予定していたブータン中部及び東部に所在する伝統的

民家建築調査の前段階として、同地域の伝統的民家の歴史的・文化的背景と現状をより深く理

解することを目的に、本事業の東文研担当、協力専門家、DCHS 担当の全員参加によるオンラ

インミーティングを行った。 

 

 

1-3 事業の体制と経過  

 

1-3-1 体 制 

 

 ・統 括 

  金井 健（東文研 文化遺産国際協力センター保存計画研究室長） 

 

 ・分 担 

  友田正彦    （東文研 文化遺産国際協力センター長） 

  西 和彦    （同 国際情報研究室長） 

  淺田なつみ   （同 アソシエイトフェロー） 

  ヴァル エリフ ベルナ  （同 アソシエイトフェロー） 

 

 ・協力専門家 

  江面嗣人    （岡山理科大学工学部教授） 

  津村泰範    （長岡造形大学建築・環境デザイン学科准教授） 

  海野 聡    （東京大学大学院工学系研究科准教授） 

  マルティネス アレハンドロ （京都工芸繊維大学デザイン・建築学系助教） 

  菅澤 茂    （元京都府教育庁文化財保護課技術職員） 

  金出ミチル   （元文化財建造物保存技術協会技術職員） 

  向井純子    （元 DCHS技術職員） 

  福嶋啓人    （奈良文化財研究所研究員） 

 

 ・事 務 

  安達佳弘    （東文研 研究支援推進部管理課長） 

  廣原大樹    （同 企画渉外係専門職員 ～7 月） 

  佐々木薫    （同 企画渉外係専門職員  10 月～） 

  岡崎未来    （同 文化遺産国際協力センター事務補佐員） 
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1-3-2 経 過 

 

 4月 20日  事業の受託 

 

 6月 10日 DoC と事業実施に係る覚書（MOU）の取交し（郵送） 

  署 名： ナクツォ ドルジ  DoC 局長  

齊藤孝正   東京文化財研究所長 

  

6 月 11 日 協力者会議（オンライン）の開催 

   議 題： （１）本年度事業 計画の概要 

（２）本年度事業 実施の行程 

（３）社会教育教材 制作の経緯と進捗状況 

（４）社会教育教材 ブータン国内での印刷と配布の方法 

  出席者：東文研担当、協力専門家、 

ＤCHS 担当 

  文化庁文化遺産国際協力室（オブザーバー） 

 

7 月 21 日 社会教育教材制作会議（オンライン）の開催 

  議 題：社会教育教材の内容等の最終確認 

出席者：東文研担当、協力専門家（向井、金出、津村）、 

ＤCHS 担当 

 

10月 12日 事業実施に係る文化庁協議（オンライン） 

 

12月 17 日 事業計画の変更（指定調査支援の中止、合同調査会の追加等） 

 

3 月 7日  合同調査会 ブータン中部及び東部地域の伝統的民家の成立背景と建築的特徴 

（オンライン）の開催 

  発 表： （１）ブータン中部・東部地域の概観 －集落居住形態を中心に 

    （２）ブータン中部・東部地域の民家建築調査の準備状況 

    （３）石積造建築物の構造特性とその保存方法及び課題 

  出席者： 東文研担当、協力専門家、 

DCHS 担当、 

    青木孝義（名古屋市立大学教授）、 

    久保田裕道（東文研 無形民俗文化財研究室長）、 

プブ ツェリン（民間 調査研究活動コーディネーター） 

文化庁文化遺産国際協力室（オブザーバー） 
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２ 民家建築参考書及び社会教育教材の頒布並びに多言語化（情報普及支援） 

 

 

2-1 社会教育教材 

社会教育教材は、民家建築が文化遺産として広く認知されていないブータン社会において、

民家建築の文化遺産としての価値や社会的資産としての意義を一般に啓発することを目的に、

中学校用の社会科副教材に用いることを前提に作成した。全体の構成を絵本の体裁とし、令和

２年度に筋書及びプロットの作成、原画の制作（着彩前）までを行った。 

本年度は、原画の制作（着彩）を進めるともに、文章の作成と編集を協力専門家のワーキン

ググループと DCHS 担当職員で共同して行った。また、ブータンの国語教育に資する観点から

ゾンカ語版を翻訳、作成した。社会教育教材の必要部数は、DoC と同国教育省の協議の結果、

全中学校に１学年生徒分を配布することとし、14,000 部をブータン国内で印刷製本した。日本

国内の関係者等への配布分として、東文研でも若干部数の印刷製本を外注して行った。ゾンカ

語版の作成は DCHSが行い、各中学校所蔵図書としての配布を念頭に 620 部を印刷製本した。 

 

2-1-1  書誌事項 

 

 書 名：Understanding Our Heritage / Pema Visits A Rammed Earth House 

    （私たちの遺産を知る本／ペマ、土づくりの家にいく） 

 言 語： 英 語、ゾンカ語 

 編 者： 金井 健、淺田なつみ 

 著 者： 社会教育教材作成ワーキンググループ（向井純子、金出ミチル、津村泰範、友田

正彦、西 和彦、金井 健、淺田なつみ、ヴァル エリフ ベルナ、ペマ  ワンチュ

ク、イェシ サンドゥップ） 

 作 画： 青山邦彦 

 判 型： A4 変形（21x25.5cm）、36 ページ 、フルカラー 

 英文校正：金出ミチル 

 印刷製本： Bhutan Printing Solutions（ブータン）、小宮山印刷株式会社（日本） 

 発行部数： 14,000 部（英語版 ブータン国内）、620部（ゾンカ語版 ブータン国内）、 

50部（英語版 日本国内） 

 

2-1-2 経 過 

 

 ４～7月 原画制作（着彩）、内容の調整 

 

7 月 21 日 DCHS 合同制作会議（締めくくり） 

  

8～９月  編集デザイン 

10～12 月 印刷製本会社の選定、使用紙・色・デザインの調整 

1～３月 印刷製本（ブータン国内及び日本国内） 
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2-2 民家建築参考書 

 

2-2-1 概 要 

 民家建築参考書は、ブータンの文化遺産保護行政実務に資することを目的に、主に 2016 年か

ら 2018 年の３年間に協力事業で実施した西部４県（ティンプー、プナカ、パロ、ハー）での民

家建築調査の成果に基づいて令和 2 年度に” Vernacular Houses in Bhutan Western Central Area 

–Thimphu, Punakha, Paro, Haa –“（英語版）を作成したものである（100 部、うち 20部は執筆

者等配布や所内蔵書・国会図書館献本等の日本国内分）。 

本年度、DCHS がブータン国内の文化遺産保護関連機関等への配布と説明を行った（配布先

は本項末に示すとおり）。また、年度途中に DCHS から国内での同書の二次配布の必要性と追

加提供の要望を受けて増刷（100部）を行い、DCHSに提供した。今後のブータンの文化遺産保

護の国際協力に携わる日本の専門家等の活動に資するため、同書の日本語版を作成した。翻訳

及び編集は東文研事業担当で行い、印刷製本は外注した。 

 

・民家建築参考書（英語版） ブータン国内配布先 

内務文化省文化局（DoC）  32部（所有者等配布分含む） 

公共事業省（MoWHS）    5部 

観光局    10部 

自治体（ゾンカク）   20部 

自治体（トムデ）    8部 

王立大学科学技術カレッジ  10部 

 

2-2-2  書誌事項（日本語版） 

 書 名： ブータンの伝統的民家 西部中央編―ティンプー、プナカ、パロ、ハー― 

 言 語： 日本語（英語版とセットにした日英２分冊形式） 

 編 者： 友田正彦、金井 健、淺田なつみ 

 著 者： 亀井伸雄、江面嗣人、友田正彦、海野 聡、マルティネス アレハンドロ、 

前川 歩、福嶋啓人、向井純子、菅澤 茂、金井 健、ナクツォ ドルジ、 

イェシ サンドゥップ、ペマ ワンチュク、ジャムヤン シンゲ ナムゲル、 

ダンドゥップ ツェワン 

 判 型： A4、238 ページ 、フルカラー 

印刷製本： 小宮山印刷株式会社 

 発行部数： 100 部 

 

2-2-3 経 過 

 4月  ブータンへの発送 

 7月～  ブータン国内での配布と説明 

6～10月  日本語版の原稿の制作（全体文字校正、日本語翻訳等） 

 11～12月 印刷製本会社の選定、執筆者校正、全体調整等   

 1～3月 印刷製本（日本語版及び英語版増刷、2 月 英語版増刷分を DCHSに発送）  
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2-3 作成資料  

 

・社会教育教材（表紙、本文 抜粋） 

 

・民家建築参考書（表紙、本文 抜粋） 
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社会教育教材 表紙 裏表紙 

社会教育教材 奥付 中扉 
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社会教育教材 都市の景観と生活 

社会教育教材 伝統的集落の景観と民家 
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社会教育教材 伝統的民家の生活 

社会教育教材 伝統的民家の生活 
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社会教育教材 伝統的民家の建て方 

社会教育教材 伝統的民家の建て方 
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民家建築参考書 表紙 裏表紙 

民家建築参考書 奥付 中扉 



 17 

 

  

民家建築参考書 第 1章 概要 

民家建築参考書 第 2章 集落と民家 
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民家建築参考書 第 3章 民家建築（各戸解説） 

民家建築参考書 第 3章 民家建築（各戸解説） 
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民家建築参考書 第 4章 文化遺産としての保護 

民家建築参考書 第 5章 ワークショップの記録 
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３ 合同調査会 

 

 当初計画の①指定調査支援での実施を予定するブータンの中部地域及び東部地域（以下、東

ブータン）を対象とした民家建築調査の前段階として、DoC の協力のもと、ブータン側と日本

側が有する情報の平準化を図ることを目的に、当該地域における民家建築の歴史的・文化的背

景と現状把握をテーマとしたオンラインミーティングを開催した。あわせて、特に日本側が見

落としがちな風俗的な観点からの基礎的な理解を深めることを目的に、当該地域出身者の参加

を得て、当該地域における民家及び集落にまつわる体験等を聴取する交流会を開催した。 

 

3-1 出席者  

合計 22名 

東文研担当（5 名）、協力専門家(8 名)、DCHS担当（6名）、ほか（3 名） 

 

3-2 実施内容 

テーマ： ブータン中部及び東部地域の伝統的民家の成立背景と建築的特徴 

言 語： 英語・日本語（同時通訳：サイマル・インターナショナル） 

場 所： Webex ミーティングサイト 

日 時： 令和 4（2022）年 3月 7日（月） 15:30~19:00 日本時間 

プログラム： 交流会：15:30～16:30 

久保田裕道（東文研 無形民俗文化財研究室長）と同室のブータンでの調査

研究活動のコーディネーターを務めるプブ ツェリン（タシガン県メラ出身）

による日常生活や民間伝承に関する座談形式の講話と意見交換を行った。 

 

調査会：17:00～19:00 

日本側が不足している事前知識を補することを目的に、口頭発表 20 分・質疑

応答 10 分の形式で、ブータン側から東ブータンの地勢・風俗・建築文化と民

家建築調査に向けた準備状況についての発表を行った。また、ブータン側の

関心が高い東ブータンの建築の特徴である石積造の保存に対する構造的視点

からの分析と課題について、日本側から名古屋市立大学・青木孝義教授が発

表を行った。 

 

 開 会： 東文研 文化遺産国際協力センター長 友田 

 趣旨説明： 東文研 保存計画研究室長 金井 

     発 表： 

  （１）ブータン中部・東部地域の概観 －集落居住形態を中心に 

       DCHS 主任エンジニア ペマ 

  （２）ブータン中部・東部地域の民家建築調査の準備状況 

       DCHS アーキテクト ペマ ワンチュク 

  （３）石積造建築物の構造特性とその保存方法及び課題   

名古屋市立大学教授 青木孝義 

  閉 会：  DCHS 室長 ペマ 
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3-3 実施資料 

 

・発表要旨 

 

・アンケート 
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発 表（１） 

 

 

ブータン中部・東部地域の概観 －集落居住形態を中心に 

 

DCHS 主任エンジニア ペマ 

 

 

キーワード: 東ブータン、地理、風俗、伝統的集落、石積造 

 

 

ブータンの伝統的な集落は、自然に根ざしながら、さまざまな生活様式によって独自に形

成・発展してきた。こうした生活様式は、各集落の文化や信仰体系、地理的位置、気候、地勢

に深く根ざしている。しかし、近代化の到来によりブータン全土で生活様式が変容したことで、

社会や周辺環境において、良いものも悪いものも含め、さまざまな影響が生じている。また、

特にブータン西部では社会経済の急速な発展が顕著にみられ、その影響が徐々にブータン東部

に伝播していく様子がみてとれる。現時点では、交通の便などによるアクセスの困難により、

ブータンの東部と西部では、生活や文化がそれぞれ異なっている。建築形式としては、西ブー

タンでは版築造が主流を占めるが、東ブータンでは泥モルタルの石積造が一般的である。ただ

し、東西いずれの地域においても、ブータン特有の土着的な建築技術や慣習に根ざしたものと

なっている。  

この発表は、ブータン東部・中部地域の現状を概括的に把握することで、ブータンの東部・

中部地域の伝統的民家に関する調査研究の素地を提供することを目的とする。参加者にブータ

ン中部・東部地域に関する知識がないことを前提に、発表の前半では、その地理や風俗、伝統

的集落の形態、類型、発展過程などについて簡単な説明を行う。内務文化省文化局や公共事業

省人間居住局が実施した各種の研究、その他の公開情報に基づき、ウラ（ブムタン県）、チョ

ンメイ（ルンツェ県）、メラ及びサクテン（タシガン県）の 4つの集落をケーススタディとして

取り上げる。後半では、東ブータンの伝統的な泥モルタル石積造民家の建設技術や、その構造

上の特性に焦点を当てる。また、2009 年のナラン地震の際に土着的な建築物が受けた被害につ

いて概説し、各種の統計や損壊のメカニズムについて説明する。  
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発 表（２） 

 

 

ブータン中部・東部地域の民家建築調査の準備状況 

 

DCHS アーキテクト ペマ ワンチュク 

 

 

 

 

 

・はじめに 

ブータンの東部・中部地域では、石積造建築が多くみられる。もっとも、 石積造建築はブー

タン南部地域（特にチラン県とサムチ県）にもみられ、いずれの地域においても石積造の全体

的な形状や構成は同じである。ただし、ブータン南部地域とブータン東部・中部地域の民家に

は、いくつかの基本的な違いも指摘されている(UIJRT, 2009 年)。 

東部・中部地域の石積造民家は版築造民家と同様の空間構成となっている。三階建であれば、

１階が牛の飼育空間兼倉庫、２階が倉庫、３階が居住空間となる。二階建であれば、1 階が牛の

飼育空間兼倉庫、2 階が居住空間。平屋建であれば、牛小屋は居住用の建物とは別に設置される。

古い形式の民家では、１階には換気用の小窓のみがあり、上階には大きな窓あるいはラブセル 

と呼ばれる大きな出窓を設ける（CLASS, 2017 年、チョンメイ村の集落研究, 2019 年、メラ及び

サクテンの集落研究, 2015 年）。 

2009 年及び 2011 年の地震による主な被災地は、ブータン東部、西部、南部であった。この 2

つの地震がブータンの建築物にもたらした被害は深刻であった（耐震工事研修マニュアル（石

積み）, 2014 年）。中でもブータン特有の土着的な建築物で最大の被害を被ったのは伝統的民家

であった。  

 

・研究の目的及び対象 

版築造民家で行った調査研究と同様に、石積造民家でも調査研究を行うことで、民家建築の

価値評価、実践的な保存技術の提案、活用戦略の骨子をつくることを可能にする。さらに個々

の調査を通じて得られる情報に基づいて、地域間の類似点や相違点に関する包括的な調査研究*

を行うことで、一般庶民の生活に根ざした有形文化遺産に対する理解を深める。 

*東部地域と西部地域、またはブータンにおける版築造と石積造の伝統的民家の比較など 

 

・研究の方法 

1.予備調査  

ブータン東部・中部地域の調査対象民家を選定する。 

i. 文献調査 

本研究のテーマに関係するあらゆる書物、資料、ウェブ情報を参照する（一般に公開してい

ないものを含む）。今回の民家調査はブータン全域を対象としたものではなく、また政府機関

が独占的に行う種類の調査でもないが、調査研究の一部については内務文化省文化局内及びそ
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の他の関連政府機関のもとで実施する場合がある。例）シェムガン県ブリ及びトロンの文化的

景観とブムタン県ウラ及びドシの文化的景観の重要性の継承に関する研究、ルンツェ県チョン

メイとタシガン県メラ及びサクテンの集落研究など。   

ii. 地方自治体からの情報収集 

道路との接続が全くない集落や道路状況が非常に劣悪な僻地にある集落も多く、内務文化省

文化局による物理的な予備調査の実施は困難である。各地方自治体に配置されている文化担当

官を通じて、各地域の古い伝統的民家について写真等の基本情報を収集し、それらの情報をも

とに予備調査を進める。  

iii. 現地調査 

文化遺産の候補となる伝統的民家は、上記の i 及び ii の情報を参照しつつ、東京文化財研究所と

の協議の上、選定する。選定された文化遺産候補の伝統的民家については内務文化省文化局の

職員が現地調査を行い、二次調査の対象とする伝統的民家を絞り込んだ上で、具体的な調査計

画*を立案する。 

*対象とする集落や民家は特定の地域、地形、気候条件も考慮して選択するものとする 

 

2. 二次調査 

ブータン東部・中部地域の土着的な民家建築の空間構成や機能には、西部地域の土着的な民

家建築との類似性が認められる。したがって、版築造民家の調査研究で用いたのと同じ調査方

法が有効と考えられる。 

 

3. 分析と解釈  

調査を通じて十分な情報が得られたのちに以下の研究を進める。 

i. 石積造民家建築の類型化 

ii. 石積造民家建築の時系列的・地域的な特徴 

iii. 石積造民家の建築システムや建築技術  

 

4. 保護及び管理 

i. 文化遺産としての民家建築の価値評価 

ii. 実践的な保存技術と活用戦略 

iii. 版築造と石積造の民家建築の比較分析 

 

 

参考文献 

1. ブータンの土着的な民家に関する比較研究 (The comparative study on vernacular dwellings in Bhutan), 

UIJRT, 第 1 巻, p 44-45,  2009 年 

2. 文化的景観 その重要性の継承 (Cultural landscape and sustaining its significance (CLASS)) ,  内務文化省文化

局、ブリ及びウラドシ村, 2017 年 

3. チョンメイ村の集落研究 (Settlement study of Zhongme village), 内務文化省文化局・科学技術大学, 2019 年 

4. メラ及びサクテンの集落研究 (Settlement study of Merak and Sakteng),公共事業省人間居住局, 2015 年 

5. 耐震工事研修マニュアル（石積み） (Earthquake Resistant Construction Training Manual (Stone Masonry) ),  

公共事業省,  2014 年 
6.ブータンの伝統的民家  (Vernacular houses in Bhutan), 内務文化省文化局・東京文化財研究所, 2021 年 
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発 表（３） 

 

 

石積造建築物の構造特性とその保存方法及び課題 

 

名古屋市立大学教授 青木孝義 

 

 

 

 

 

ブータンでは、首都をはじめとする一部の市街地で地上 5階までの鉄筋コンクリート造建築物

と 2階までの煉瓦造建築物がみられる以外は、ほとんどの民家と公共施設の大部分が版築あるい

は割石積みで建設されている。版築造はブータン西部地域に、石積造はブータン東部地域に多

くみられる建築物である。こうした伝統的建築物は地震に弱く、ブータン東部地域（2009 年 9

月 21 日、M6.1）とインド－ネパール国境地域（2011 年 9 月 18 日、M6.9）で発生した地震に

より、国内の多くの石積造建築物と版築造建築物が被害を受けた。そのため、伝統的建築様式

及び技術の伝承と景観保存のためには耐震性能向上のための施策が不可欠との認識が官民に広

がり、これら既存の伝統的建築物の耐震補強方法と新築の伝統的建築物の耐震設計方法の確立

が急務となっている。以上を背景として、ブータンの版築造・石積造建築物に関する実効性の

ある耐震化指針の作成を軸とし、既存の災害管理行政の枠組みをベースに様々な教育プログラ

ムを開発・実施して、包括的な地震減災を実現するためのブータン政府の能力強化を目的に、

地球規模課題対応国際科学技術協力（SATREPS）プロジェクトが 2016 年に開始した。 

既存の石積造建築物と実大試験体の常時微動測定に基づき、石積造建築物の固有周期（T）の推

定式を提案している。 

基本的な力学性状を調べるために要素試験を実施した。試験体は、土モルタル補強なし（U-

SMM）、セメントモルタル補強なし（U-SMC）、セメントモルタル鉄筋補強（R-SMC）の 3

種類である。セメントモルタルの配合割合はセメント：砂＝1:3 で、鉄筋補強は試験体内部に直

径 16mm の異形鉄筋が 2 本施されている。せん断試験（0.6×0.6×1.2m）及び曲げ試験（0.6×

1.2×1.8m）において土モルタル補強なしの試験体の最大荷重はいずれも最小で、目地モルタル

を土モルタルからセメントモルタルに変えることにより、最大荷重がせん断試験では 4.3 倍、曲

げ試験では 1.4 倍となった。さらに、セメントモルタルと鉄筋補強を併用することで補強効果は

高くなり、補強なしに比べて最大荷重はせん断試験では 4.6 倍、曲げ試験では 2.4 倍となった。 

次に引き倒し実験を実施した。試験体は要素試験同様、既存の伝統的民家に使用されている

土モルタルとセメントモルタルを基準とし、それぞれのモルタルで施工された補強なし（U-

SMM、U-SMC）、鉄筋補強（R-SMM、R-SMC）、メッシュ補強（1.2-SMM、2.0-SMM、 
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2.0-SMC、1.2-及び 2.0-はそれぞれメッシュの径 1.2mm と 2.0mm を示す）及び楔・RC ポスト

と RC バンド補強（SMC-New）と蛇腹ボックス補強（SMM-New）の計 9 種類である。試験体

は全て同じコの字状で、壁正面の幅 5.4m、側面の長さ 3.3 m、高さ 2.4m、壁厚 0.6m である。

鉄筋補強は直径 16mm の異形鉄筋が試験体の中心に沿って 600mm 及び 1200mm 間隔で合計 10

本配置されている。メッシュ補強は、ワイヤーメッシュを石造壁表面にアンカーロッドで固定

後、セメントプラスターを 30mm の厚さで塗り付けた。壁の一体化を目指した補強を施すこと

で最大荷重は上昇し、2.0mm メッシュ補強により土モルタル試験体の最大荷重は補強なしの 5.1

倍、セメントモルタル試験体の最大荷重は補強なしの 6.9 倍となった。また、蛇腹ボックスを用

いた SMM-New は厚さ 400mm にも関わらず、最大荷重はU-SMMの 6.8 倍になった。 

無補強（SMC-U）、引き倒し実験結果に基づき選定された補強方法（メッシュ補強）を適用

したレトロフィット（SMM-R、SMC-R）と新築（楔・RCポストと RC バンド補強、SMC-

New）と蛇腹ボックス補強（SMM-New）の 2 階建て石積造住宅の実大試験体を作成し、静的加

力試験により補強効果を明らかにしている。また、予備実験ではあるが、1/6 縮小試験体による

振動台実験を行っている。 

 

 

 

プレゼンテーションデータ（PDF QR コードリンク） 

 

 

発 表（１） ブータン中部・東部地域の概観 －集落居住形態を中心に 

DCHS 主任エンジニア ペマ 

 

 

https://www.tobunken.go.jp/kokusen/Bhutan_220307/1_Pema_Eng@220307session.pdf 

 

 

発 表（２） ブータン中部・東部地域の民家建築調査の準備状況 

DCHS アーキテクト ペマ ワンチュク 

 

 

https://www.tobunken.go.jp/kokusen/Bhutan_220307/2_PemaArch@220307session.pdf 

 

 

発 表（３） 石積造建築物の構造特性とその保存方法及び課題 

名古屋市立大学教授 青木孝義 

 

 

https://www.tobunken.go.jp/kokusen/Bhutan_220307/3_ProfAoki@220307session.pdf 
  

https://www.tobunken.go.jp/kokusen/Bhutan_220307/1_Pema_Eng@220307session.pdf
https://www.tobunken.go.jp/kokusen/Bhutan_220307/2_PemaArch@220307session.pdf
https://www.tobunken.go.jp/kokusen/Bhutan_220307/3_ProfAoki@220307session.pdf
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交流会の様子（久保田室長とプブ ツェリン氏による講話） 

調査会の様子（青木孝義教授の発表） 
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アンケート 

 

合同調査会の開催にあわせて DCHSに本事業の実施内容に関するアンケート調査を行い、

DCHS 内の４つの職制：統括（エグゼクティブ）、運営（マネージメント）、建築（アーキテ

クト）、技術（エンジニア）からの回答を得た。 

 

 

 

A.民家建築参考書の配布について 
 

問 1. 本書はブータンの遺産保護分野にどれくらい有用と考えますか（４段階：優、良、可、不可） 

統括（優）：将来の調査業務に有効であり、伝統的民家について学びたい者にとってたいへん有益である。 

運営（優）：コメントなし 

建築（優）：伝統的民家は 2016 年の新文化遺産法案で遺産建造物に認められ、文化的景観の構成要素として

重要な位置を占めている。 

技術（優）：コメントなし 

問 2. 本書から得られた知識をどれくらい遺産保護の実務にいかすことができると考えますか（４段階：優、

良、可、不可） 

統括（優）：コメントなし 

運営（優）：コメントなし 

建築（優）：文化局のみならず他の関係機関も伝統的民家を学ぶために本書を参考にすることができる。 

技術（良）：コメントなし 

問 3. 第 3 章「建築」の掲載数について（3 段階：少ない、ちょうどよい、多い） 

統括（ちょうどよい）：伝統的民家の建築工事に関する最近の流行も考慮されている。 

運営（ちょうどよい）：コメントなし 

建築（ちょうどよい）：コメントなし 

技術（ちょうどよい）：コメントなし 

問 4 .第 2 章「集落と民家」の内容について（3 段階：やさしい、ちょうどよい、むずかしい） 

統括（ちょうどよい）：コメントなし 

運営（ちょうどよい）：コメントなし 

建築（ちょうどよい）：平面類型ごとの分類について加えればもっと有用なものにすることができる。 

技術（ちょうどよい）：コメントなし 

問 5 .第 4 章「遺産保護」の内容について（3 段階：やさしい、ちょうどよい、むずかしい） 

統括（やさしい）：コメントなし 

運営（ちょうどよい）：コメントなし 

建築（ちょうどよい）：コメントなし 

技術（やさしい）：保存修理の実務についてもっと説明があったほうがよい。 

問 6. 他の建築や文化遺産の類型にも同様の参考書が必要と思いますか（3 段階：はい、いいえ、わからない） 

統括（はい）：むろんそう思う。経済成長によって伝統的民家が消滅の危機にさらされる中、本書によって伝

統的民家の保存を強化、促進できると考える。 

運営（はい）：コメントなし 

建築（はい）：石積造の民家についても同様の参考書が求められている。 

技術（はい）：コメントなし 

問 7. その他自由意見 

・ひきつづき版築造民家の包括的かつ科学的な調査研究を進める必要がある（建築）。 

 

B.社会教育教材の作成について 
 

問 1. 本書はブータンの遺産保護分野にどれくらい有用と考えますか（４段階：優、良、可、不可） 

統括（優）：コメントなし 

運営（優）：コメントなし 

建築（優）：学校教育の中で文化遺産を学ぶ一つのツールになりうる。 

技術（良）：コメントなし 

 



 31 

 

 

 

問 2. 本書は遺産保護に対する理解を広めるのにどれくらい有用と考えますか（４段階：優、良、可、不可） 

統括（優）：特に若い世代の意識を育てるのに大変有効である。 

運営（優）：コメントなし 

建築（優）：子供たちが遺産の概念、特に入口としての保護意識と感覚、を学ぶのに重要な役割を果たす。 

技術（優）：コメントなし 

問 3. 学校教材として内容について（4 段階：やさしい、まあまあ、よい、むずかしい） 

統括（よい）：科目の趣旨について教師の研修が必要になるではないか。 

運営（よい）：コメントなし 

建築（よい）：教師や両親がどのように本書の内容を生徒に教えるかにかかっている。 

技術（よい）：コメントなし 

問 4. 学校教材としてのイラストレーションについて（3 段階：子供っぽい、妥当、専門的すぎる） 

統括（妥当）：コメントなし 

運営（妥当）：コメントなし 

建築（妥当）：コメントなし 

技術（妥当）：コメントなし 

問 5. 他の建築や文化遺産の類型にも同様の教材が必要だと思いますか（3 段階：はい、いいえ、わからない） 

統括（はい）：同様の取り組みを広げていくべきである。 

運営（はい）：コメントなし 

建築（はい）：コメントなし 

技術（はい）：コメントなし 

問 6. その他自由意見 

・文化的内容を学校教育に取り入れていくのに実に良い取り組みである（建築）。 

・絵と言葉のバランスが良く、子供たちが興味を引く教材で、文化遺産に興味を持つきっかけになることは間違

いない。文化的に重要な他の建物や場所などにも応用することで、同様のシリーズとして展開していくことが

できると思う（技術）。 

 

C.合同調査会の開催について 
 

問 1. 日本との文化遺産保護協力を推進するのにどれくらい有用でしたか（４段階：優、良、可、不可） 

統括（良）：コメントなし 

運営（優）：コメントなし 

建築（優）：コメントなし 

技術（良）：協力事業として現状ではオンライン会議は有効かつ意義があるが、状況が改善した段階で実際の

共同調査等を行うことが求められている。 

問 2. 同時通訳について（４段階：優、良、可、不可） 

統括（良）：コメントなし 

運営（優）：コメントなし 

建築（優）：コメントなし 

技術（優）：コメントなし 

問 3. 質疑応答について（4 段階：優、良、可、不可） 

統括（良）：コメントなし 

運営（良）：コメントなし 

建築（優）：コメントなし 

技術（良）：コメントなし 

問 4. 会議時間について（3 段階：短い、ちょうどよい、長い） 

統括（ちょうどよい）：コメントなし 

運営（ちょうどよい）：コメントなし 

建築（ちょうどよい）：コメントなし 

技術（ちょうどよい）：コメントなし 

問 5. その他自由意見 

・ブータン中部及び東部地域の背景を理解し、また調査研究のニーズを把握するうえで東文研にとって重要な機

会になったと思う（建築）。 
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Thank you very much for allowing me to take this opportunity to have the closing 

remarks and also for organizing this session. I think it was a very informative and a very 

important program for us to take forward, and also to see ourselves how we want to see 

through this program.  

We have been working on this project for over a decade now, and the 

publication of vernacular houses is one of the important achievements for this project as 

well as for our collaboration. The publication is one of this kind, particularly in terms of 

technical documentation of our vernacular houses as an important stock of our heritage 

buildings. And I would like to, once again, take this opportunity to express our sincere 

gratitude to the Japanese Government, particularly to TNRICP, for the support. And 

without your support, this program would have been impossible. 

 I am pleased to inform the team here that the objective of the research has now 

extended to the education sector whereby focusing on educating all primary children on 

the importance of traditional buildings and have successfully published a picture book 

on traditional rammed earth buildings. The picture book will be an important reference 

for the primary children, mainly in the context of understanding the cultural heritage. 

Now we have embarked on this journey for carrying out our research on traditional stone 

masonry buildings, focusing on the eastern region of the country. And we are eagerly 

looking forward to it, if not more than equivalent achievement for this program. 

I would like to inform you that this research and immensely benefited the 

department, in particular and the country at large, particularly on understanding the 

importance of our vernacular houses, traditional houses, and preparing the proposal for 

conservation, including utilization proposal, especially in the urban areas. And one of 

the important outcomes of this research program was identifying three of the very old 

traditional houses that I could say vernacular houses, and which has been listed as a 

registered heritage building with the department. And the department, including us, the 

division has been working on exploring the possibility of funding to support the 

protection of these houses both internally and externally. And fortunately, we managed 

to secure some funds to consolidate two of the houses, one in Haa and one in Thimphu. 

We understand the COVID situation is deterring us from working to pursue our planned 

programs, especially the field survey and documentation. However, we have been trying 

to find alternatives and ways to ensure that this program is continued and to see us 

through this to achieve the intended objective of this project. 

Thank you very much, TNRICP once again, for always being gracious enough 

to have us collaborate on this program. And we really, we're really hopeful that we see 

this program very fruitful and have an intended objective achieved.  

 

 

Pema  

Head, Division of Conservation of Historic Sites 

Department of Culture,  

Ministry of Home and Cultural Affairs 

ブータン内務文化省文化局所感（令和 4年 3月 7日 合同調査会閉会言） 
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